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ジャガイモの収穫　　28日（金）　明日は雨天との予報でした。掘りだしに精を出しました。10時30分にはダンシャク80㎏の掘り起しが済みました。残るはメークインです。先週の518号でジャガイモ堀りの案内をさせていただきました。ウィークデーの午前中とのことで小学生さんなどは出席できない時間帯なので、退職者や主婦の方が参加されると見込んでいました。結果は通常里山農園で中核を担っていただいているみなさんでの作業となりました。梅雨の時期は、雑草がみるみる大きくなって、草刈りにも精を出さなければなら成りません。夏野菜の成長もスピードがついてくるという、最も多忙な時期です。ジャガイモ掘りもこの時期の取組みのうち楽しい収穫作業です。時間も時期もいろいろ組み合わせて計画しているつもりなのですが、少し参加が少なかったのが残念でした。昨年並みの収量となりました。ご注文があればお届けすることが出来ます。事務所までご連絡ください。　キュウリや茄子など夏野菜も朝市で販売しています。収穫のお手伝いを求めています。ご協力お願いします。
河川レンジャー養成講座28日　木津川開橋　（水生生物の調査　水際での活動体験と救護、川への理解を深めるがねらい）　川を身近にする役割を担う河川レンジャーさんの養成講座の二日目が開橋上流で実施されました。前日からの降雨で天候が心配でしたが、10時ごろには止んで暑くも寒くもない頃合いの気温となりました。24人の受講生が9時30分に集合、内3名の方が遅刻されましたが、講座が始まるときには勢揃いとなりました。ウエットスーツとライフジャケットを装着して、水生生物調査、昼食後には本流での救助や川の現状把握の実習があり、気を引き締めたリーダー養成となりました。5時過ぎには最後の講義とまとめがあって、二日目の実体験を中心の日程が終了しました。それにつけても講座成功のための事前準備で裏方が大変です。流量や流速など川の状況把握、そして早朝からの備品の運び込み、そのための通路の確保　テントの張り出し（8張）暑さ対策の冷水の準備など本当に気の抜けない周到な準備が必要でした。終了後の撤収も大作業でした。こうした下支えによって誕生される河川レンジャーの責任と役割、期待の大きさを実感しました。発見講座と養成講座の4日間、そして最終プレゼンテーションをクリアしたのちも、自己啓発への努力が基本と感じました。
オオムラサキの観察会　里山農園29日（日）昨年の夏の観察会では高いクヌギに飛び交うオオムラサキを確認して、生育が確実に行われていると判断し、その後付近を調査すると、オオムラサキの食草エノキが20数本群生しているのを発見、絡まっている藤ズルなどの除去切断を進めて足場のブッシュも整理整頓し、観察用のベンチも設置しての今年の観察会となりました。前にもお知らせしましたが、テングチョウの大量発生でエノキの若葉がすべて食い尽くされ、オオムラサキの発生が心配されました、このアクシデントにも関わらず、事前調査では飛翔が確認されています。29日は確実に確認できるとして百発百中の観察会と新聞各社にイベント情報を伝えました。午前中早く一社が取材に来られましたが、取材時間中には確認できませんでした。その後もう一社の取材は遅れてこられたので、その間に待望のオオムラサキの飛翔が20数回確認できました。かなり高い木の上にとまるものですから、双眼鏡などに頼らなければなりませんでした。肉眼では、飛翔する姿はかなり大型ですので判断できるのですが、スピードがあって枝などに静止してくれないと美しい姿を確認できません。そのほか玉虫の飛翔もありました。参加してくれた小学生やおじいさんは、一度は見たいと思っていたが、今日ここで見られて本当に良かったと感想がありました。昼食後は金田さんが昨年確認された朱智神社の境内に出向きました。かなり高い樹木が周りにあり、空間が広く開いている監察には最適の場所でした。午後になるとテリトリーを確保するオオムラサキが飛んできました。ここは標高200ｍで京田辺市内ではかなり高所です。蝶にすればこれくらいはまさにひとっ跳びということです。
里山農園の斜面の草刈り　　梅雨最盛期になりました。今雑草は豊富な水分を手にして精いっぱい大きくなろうとしています。その茎には十分な水分が蓄えられて集められた養分が配分されているように見られます。土用を過ぎ8月になってくると茎や葉がずいぶんと丈夫頑丈になり種を付けても倒れないように固くなってきます。今この時期の草刈は柔らくて力が必要でなく優しく刈り取ることが出来ます。しっかり刈り取っておくこと出来る草刈りの時期なのです。大きく固くならないこの時期を逃すと刈り取った後始末にも時間がかかります。里山農園への草刈り協力をお願いします。もう少しで全体がかなりきれいになります。来ていただいて皆さんが一生懸命頑張ってくださっています。あなたのご協力を期待しています。
7月6日　親子自然観察会　10時集合　中部住民センター　指導・前近畿大学教授　桜谷保之先生にお願いしています。雨天はセセラギホールで説明があります。小雨決行しますので雨具の用意をして参加ください。昨年は木津川堤でもっとも小さいカヤネズミの巣を発見しました。今年はどうでしょうか。ジャコウアゲハもホソオチョウも随分と見かけ的には少なっているようです。少し気になりますね。
木津川での観察会の終了後、午後1時から今年最後のオオムラサキの観察会を開催します。里山農園など普賢寺地域の高木の上を飛翔するところが観察できるはずです。京都府の南部で自然の姿で確認できるところとしては最適な場所でしょう。お見逃しなくご参加ください。桜谷先生もご参加いただく予定です。
